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新型コロナウイルス感染症の５類移行（５月）

医療提供体制が通常の対応へと移行（１０月）

コロナ対策で休床していた５階南病棟の再開

看護師不足のなかで看護師を５階南病棟に異動

全病棟の看護師の負担軽減が必須

１．実施に至った背景



理事長による職員向け説明会 ３回実施

看護師不足での５階南病棟再稼働は一部に異論の声

公式LINEアカウントの設定

病棟稼働キャンペーンの活動状況の情報発信

再稼働に対する疑念の払しょくに努力

３．院内周知と情報共有

理事長による説明会



院内一丸となって目的達成

ピンチをチャンスに大きな成果

業務効率化意識
☞ 業務の意味を認識
☞ 効率的な遂行方法の模索

病棟稼働キャンペーン 思考モデルの一例



病棟看護師の看護師負担軽減

病棟の負担を「病棟での困りごと」
として抽出

↓
病院全体の課題として院内で共有

↓
解決策の検討と対応

多職種での解決策模索



実行委員会を設置し「病棟稼働キャンペーン」活動開始

院内各部門から２名ないし３名の職員が参画

解決手法は Top Down と Bottom Up
top-down（規則を変える）のものと現場の知恵と譲り合いで実現できそう
なbottom up（工夫やルール変更でできる）に分けた

２．負担軽減策への対応

キャンペーン・スローガン

「変えるのは誰？私たち！」



看護師業務
の改善対象
抽出

２２業務



積年の課題

① 「患者搬送（検査後の帰棟）」

② 「医師の指示出し時間」

③ 「入院時の持参薬の取り扱い」 一定の対応

４．個別の取組の状況

病院全体の課題として院内で共有 「医師の指示出し時間」の徹底



入院時の患者持参薬取り扱い 病棟看護師のかなりの負担
☞ 薬剤部で薬袋印刷のプログラムを独自に開発
☞ 入院患者持参の薬剤を薬剤部職員が薬袋へ詰め替え

「タスクシフト」による病棟業務の負担軽減が実現

病棟稼働キャンペーンの象徴的な対応

５．入院時の持参薬の取り扱い

Bottom Up の取り組みが奏功した事例

薬剤部による薬袋への印刷と袋詰め





病棟稼働キャンペーン活動
☞ 院内各部門の知恵と協力を集約
☞ 負担軽減への対応が可能

対応状況の逐次情報発信
☞ 再稼働に向けた意識が醸成

１０月１日（日） ５階南病棟再稼働

７．効果と検証


